
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体調不良等で指導をお休みする際は連絡をお願いします 

おしらせ 
・7 月 31 日（月）は午後から職員研修のため指導がおやすみになります。 

・８月上旬ごろ、発達支援センターの夏休みが約１週間ある予定です。 

その間、指導・プールはおやすみになります。 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

６/25 26 27 28 29 30 １ 

南幌みどり野

幼稚園運動会 

２ ３ 

小学校参観日 
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→→→ 

丹羽健診 
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→→→ 

６ ７ ８ 

９ 10 11 

永井休み 

12 13 14 15 

16 17 

海の日 

18 

 

19 20 21 

三浦休み 

22 

23 24 25 

永井休み 

 

26 

 

乳幼児健診 

27 28 29 

30 31 

PM 指導休み 

２０２３年７月号

子ども発達支援センターTEL：0123-76-7360 

６月３日（土）に長沼小学校の運動会を見に行ってきました。小さい頃から知っている

お子さんが頑張っている姿や成長した姿がとても頼もしく見え、紅組も白組も最後まで

諦めない姿がステキでした。幼稚園や保育園はこれから運動会というところも多いかと

思います。体調やケガに気を付けて、楽しい思い出になるといいですね。 

 

７月の予定 



 

 

 叱り方のヒント 

大人は子どもを叱るとき、つい「ダメ！」「やめて！」と言ってしまいます。「外へ出ちゃダメ」「そこ登るの

やめて」などと言って、子どもを叱ります。しかし、ただダメと言われただけでは、「どうすればよいのか」

がわからないことがあります。 

 別の機会にあらためて説明するのもよいのですが、大人側が「肯定文で言う練習」をしてみるというのも

ひとつの手です。練習して、子どもにそのつど、適切な行動を説明できるようになると、叱らずにすみ、子

育てが楽になる場合もあります。 

 

●「肯定文で言う練習」の言い換えの例 

外へでちゃダメ ➔ こっちへおいで 

そこはのぼっちゃダメ ➔ おりてね 

走らないで ➔ 歩こうね 

立たないで ➔ 座ってね 

のろのろしない ➔ 早く動いてね 

手を離さないで ➔ 手を握ってて 

騒がないで ➔ 小さな声でね 

よそ見しないでね ➔ ○○のほうを見て 

今はそれをやらない ➔ ○○からやろうか 

おしゃべりしない ➔ お口はチャックのままで 

たたかないで ➔ お口でお話して 

ダラダラやってないで ➔ あと何分で終われそう？ 

やっちゃダメ ➔ ○○したほうがかっこいいよ 

落とさないようにね ➔ しっかり持ってね 

床に置かないで ➔ テーブルの上においてね 

ものを投げないで ➔ そっとしまって、優しく置いてね 

大人の本気が試される 

叱るヒントはいくつかあると思いますが、「いたずらはスルーすればおさまる」というような、やり方次

第で叱らなくても済むケースもあります。実は、そういうケースはよくあるものです。 

 叱るのがうまい人はめったに叱らないのですが、そういう人は「子どもに行動を改めさせるには、どうす

ればよいか」を本気で考えています。そして「いたずらはスルーする」というような対応をとります。 

 実は子どもの行動をあらためる最善の方法は、「叱る」ではないことが圧倒的に多いです。「行動を誘発す

る環境を作らない」「危ないことは身体で止める」など、叱ることよりも有効な方法があります。叱ること

を本気で考えていくと、そういうことに少しずつ気づいていくことができます。 

 もちろん、やむを得ず叱らなければならない場面もあるでしょう。それをゼロにする必要はありません。

ただ、叱ることを減らすため、子どもの行動について、本気で考えることができるかどうか、叱り方を見直

す時には、大人の本気が試されているのです。 

参考文献：本田秀夫『子どもの発達障害子育てで大切なこと、やってはいけないこと』（ＳＢ新書） 


